
４.４ なめらかな円管内の流れ(p97)
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(2) 管摩擦係数 (p101)
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(3) 速度分布 (p103)
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４.5  あらい壁面をもった円管内
の流れ(p108)
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乱流の場合には、層流のように理論的に求める

ことができないので、実験的に研究されてきた。

実際に使用する実用管の管摩擦係数λを求め

るためにムーディ線図がある。
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ムーディー線図 (図4.17 p11０)
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管壁の粗さ (図4.18 p11０)管内径と相対粗さの関係
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(4) 管摩擦損失の計算方法および手順
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表 4.1 なめらかな管の管摩擦係数 ( p102)



〔例題5〕p103
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30第4章 流体摩擦と境界層(例題5)
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〔例題6〕p112
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図を用いて、ムーディ線ゆえに、

0185.0)110(

0002.0/,1033.1 5









p

dRe

算が可能である。管の粗さを考慮した計

とができる。管摩擦係数を求めるこ

流でも場合（乱流）でも、層レイノルズ数が大きい

＜ムーディー線図＞

.2

.1

を代入すると

管摩擦ヘッドは、 smmdm /36.1,23.0,300,0185.0   

32

][28.2
8.92

39.1

23.0

300
0185.0

2

22

m
gd

h 










〔練習問題 3〕
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４.6  断面が円形以外の管摩擦 (p112)
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［流体平均深さの意味］
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〔例題7〕p113
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